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令和5年（2023年） No.205

４
色鮮やかな春の花ばな　～第13回夢追い長島花フェスタ～
未来へつなぐ町づくり　～令和５年度施政方針～
税金の使い道を公表します
主な事業を紹介します
令和５年度各種「健（検）診」の日程・会場
一日外来人間ドック利用希望者を募集
令和５年度町税などの納期
水道の検針にご協力ください
ながしまエコ通信　
地域包括支援センターだより
令和５年度人事異動
役場の新人職員を紹介
町長動静
地域おこし協力隊通信
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル　～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼
開業図鑑
編集後記

４月１日（土） ９時14分

令和5年３月31日現在 ※（  ）は前月比

世帯 4,363 （ー23）

（ー47）

（ー50）

（ー97）

4,958
4,730
9,688

女性

男性

人口

　４月１日から第13回夢追い
長島花フェスタが開催されま
した。
　町内では100種類、30万
本の花ばなが咲き誇ります。
　フェスタの様子を本紙３
ページに掲載しています
ので、ぜひご覧ください。
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第
13
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

が
４
月
１
日
か
ら
開
幕
し
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
」
や「
ぐ
る

っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
を

会
場
に
、
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
、

ツ
ル
コ
サ
ク
ラ
な
ど
、
お
よ
そ

１
０
０
種
類
、
30
万
本
の
花
ば
な

が
訪
れ
た
来
場
者
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

会
場
で
は
、
４
月
30
日
に「
じ
ゃ

が
い
も
ま
つ
り
」
が
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
同
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無
料
配
布
や

詰
め
放
題
、
掘
り
取
り
体
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
５
月
７
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　一斉にスタートする参加者

03  ｜  広報ながしま  2023年４月号

　
色
鮮
や
か
な
春
の
花
ば
な
　
～
第
13
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
～



　
未
来
へ
つ
な
ぐ
町
づ
く
り　

　

  
～
令
和
５
年
度
施
政
方
針
～

　
令
和
５
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

川
添
健
町
長
が「
令
和
５
年
度
施
政
方
針
」を
述
べ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に

　
昨
年
は
４
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
無
投

票
の
選
出
を
い
た
だ
き
、
責
任
の
重
さ
と
公

約
い
た
し
ま
し
た
施
策
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
国
内
で

初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
の
変
化
は
、
新
た

な
学
び
や
価
値
観
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
促
進
や
デ
ジ

タ
ル
端
末
を
活
用
し
た
学
習
・
会
合
の
実
践

な
ど
新
た
な
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
と
の
直
接
的
な
交
流
を
も
て
な

い
状
況
に
お
い
て
、
相
対
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
互
い
に
支
え
あ
え
る
地
域
社
会
の
重
要

性
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
は
近
隣
市
の
養
鶏
場
に
お
い

て
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
相
次

い
で
発
生
し
、
県
を
中
心
と
し
て
防
疫
措
置

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
防
疫
作
業
な
ど
へ
の
協
力
や
町
内
で

の
発
生
防
止
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
お
き
ま
し
て
も
気
の
落
ち
着
か
な
い

日
々
が
続
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止
も
や

む
を
得
な
い
時
期
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　
一
方
、
長
島
フ
ェ
ス
タ
や
長
島
一
周
駅
伝

競
走
大
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

獅
子
島
で
は
新
た
に
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ

れ
、
新
造
船
の
フ
ェ
リ
ー
「
ロ
ザ
リ
オ
・
カ
ー

ム
」
も
就
航
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
高
い
危
険

度
を
示
す
「
２
類
相
当
」
か
ら
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
等
の
「
５
類
」
へ
と
引
き
下
げ
、

社
会
経
済
活
動
が
正
常
化
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
経
済
が
回
復
へ
向
か
う
中
、
今
は
本
町
の

歩
み
を
加
速
さ
せ
る
転
機
と
捉
え
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を

生
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
さ
ら
な
る
躍

進
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

町
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理
の
対
応

　
長
島
町
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
も
ち
ろ
ん
、
赤
潮
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ほ
か
、
台
風
や
豪
雨
、
異
常
気
象
な
ど
の

自
然
現
象
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
人
命
や
財
産
を
守
り
、
町
民
の
不

安
を
和
ら
げ
る
対
応
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

獅
子
島
振
興

　
昨
年
11
月
に
離
島
振
興
法
が
改
正
さ
れ
、

獅
子
島
を
含
む
一
部
離
島
に
お
い
て
「
架
橋

促
進
」
の
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
離
島
振
興
法
が
獅
子
島
架
橋
の
実

現
に
向
け
た
、
大
き
な
第
一
歩
と
な
る
と
期

10 月に開催した三県架橋推進地方大会

待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
遠
い
遠
い

夢
の
よ
う
な
話
で
あ
っ
た
獅
子
島
架
橋
が
、

小
さ
い
な
が
ら
も
線
香
の
よ
う
な
光
と
香
り

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
は
、
幾
多
の
困
難
は
あ
り
ま

す
が
、「
有
法
子
（
ユ
ー
フ
ァ
ー
ズ
）
＝
ど
ん

な
場
合
で
も
、
必
ず
打
開
策
は
あ
る
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
町
民
が
一
致
団
結
す
れ
ば

必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
た

め
に
ま
ず
は
獅
子
島
一
周
の
町
道
を
改
良
す

る
必
要
が
あ
り
、
県
や
国
と
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
ま
た
、
獅
子
島
に
は
民
間
の
子
育
て
支
援

の
施
設
が
な
い
た
め
、
町
が
責
任
を
持
っ
て

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
生

活
の
安
定
を
図
る
農
業
、
漁
業
の
振
興
に
新

た
に
取
り
組
み
、
全
国
離
島
の
モ
デ
ル
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
統
合
再
編

　
合
併
以
来
の
懸
案
で
あ
る
学
校
再
編
の
中

で
、
中
学
校
の
１
校
統
合
問
題
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
考

え
、
財
政
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
不
退

転
の
決
意
で
町
民
の
合
意
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
で
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
本
町
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
す
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

や
脱
炭
素
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
書
か
な
い
窓
口
」
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
拡
大
な
ど
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
な
ど
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
政
治

　

私
は
終
始
一
貫
し
て
、
政
治
は
町
民

フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
す
る
中
で
満
足

感
、
充
実
感
を
得
ら
れ
、
誇
り
と
自
慢
を
持

て
る
町
づ
く
り
を
具
体
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
農
業
、
漁
業
の
第
１
次
産
業

で
県
下
に
誇
り
の
持
て
る
産
業
の
活
性
化
が

図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
長
島
・
天
草
・
島
原
間
の
三

県
架
橋
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
阿
久

根
・
鹿
児
島
空
港
間
の
北　
横
断
道
路
な
ど

の
整
備
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
阿
久
根
・
長
島

間
の
高
速
道
路
整
備
を
見
え
る
形
で
取
り
組

み
、
交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ
る

よ
う
な
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
整
備
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

　
多
岐
に
わ
た
る
施
策
も
活
力
も
、
健
全
な

財
政
と
の
調
和
が
必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま

す
。
要
所
要
所
に
は
充
分
に
気
配
り
し
、
長

期
を
展
望
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
長
島
町
づ
く

り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
新
た
な
課
題
の
解
決
に
努
め
な
が
ら
、
子

ど
も
に
は
わ
く
わ
く
す
る
「
夢
」
を
、
働
く

人
々
に
は
生
き
生
き
と
し
た
「
活
力
」
を
、

子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
、
弱
者
に
は
お
一
人

お
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
「
福
祉
の
充
実
」

し
た
町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

長島町立小中学校等統合再編推進委員会

「書かない窓口」 新たに就航した「ロザリオ・カーム」新たに就航した「ロザリオ・カーム」

獅子島ウォーク2023
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令
和
５
年
第
１
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
16
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
１
０
８
億
３
９
７
７
万
４
千
円
）

や
特
別
会
計
予
算
、
令
和
４
年
度

補
正
予
算
、
長
島
町
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の

制
定
、
長
島
青
少
年
旅
行
村
の
指

定
管
理
者
指
定
な
ど
議
案
45
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
税
金
の
使
い
道
を
公
表
し
ま
す

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
な
ど
の
収
入

■
地
方
交
付
税

　
国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を

　
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　
前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　
各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補

助
金

■
町
債

　
町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
歳
出
（
グ
ラ
フ
２・３
）

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
な
ど
の
支
出

　
目
的
別
（
グ
ラ
フ
２
）

■
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

　
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

　
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　
保
険
事
業
、
感
染
予
防
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　
農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　
消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金

　
性
質
別
（
グ
ラ
フ
３
）

■
人
件
費

　
町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、

　
議
員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　
児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
を

　
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
補
助
費
等

　
各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

　
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
の
経
費

■
繰
出
金

　
他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の

　
建
設
事
業
に
要
す
る
経
費

グラフ１

歳
入

　
構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
が
18
・
９
％
、
地
方

交
付
税
や
町
債
な
ど
の
依
存

財
源
が
81
・
１
％
と
な
り
、

自
主
財
源
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

歳
出
（
性
質
別
）

　
歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る
主
な

項
目
の
構
成
比
は
グ
ラ
フ
３
の
と
お

り
で
、
普
通
建
設
事
業
21
・
１
％
、

公
債
費
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グラフ２

歳出合計（目的別）
10,839,774 千円

グラフ３

歳出合計（性質別）
10,839,774 千円

歳入合計
10,839,774 千円

自主財源 18.9％
2,030,690 千円

依存財源 81.1％
8,809,084 千円

町税 8.0％
864,245 千円

分担金及び負担金 1.6％
169,356 千円

使用料及び手数料 0.5％
49,207 千円
財産収入 0.3％
28,866 千円

寄附金 3.7％
400,102 千円

繰入金 4.1％
448,436 千円

諸収入 0.7％
70,478 千円

地方交付税 43.2％
4,681,278 千円

町債 13.7％
1,484,000 千円

国庫支出金 12.2％
1,321,261 千円

県支出金 9.5％
1,025,640 千円

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 2.5％
296,905 千円民生費 27.0％

2,924,662 千円

公債費 16.1％
1,741,616 千円

農林水産業費 13.4％
1,456,650 千円

総務費 12.4％
1,343,844 千円

土木費 9.4％
1,022,909 千円

教育費 7.8％
847,546 千円

衛生費 6.3％
682,416 千円

消防費 3.9％
423,627 千円

商工費 2.4％
264,290 千円

議会費 1.0％
102,214 千円

予備費 0.3％
30,000 千円

普通建設事業 21.1％
2,286,180 千円

公債費 16.1％
1,741,616 千円

扶助費 15.3％
1,656,200 千円

人件費 15.1％
1,635,968 千円

物件費 11.0％
1,194,907 千円

補助費等 10.9％
1,178,897 千円

繰出金 8.8％
954,482 千円

積立金 0.9％
100,778 千円

維持補修費 0.5％
60,746 千円

予備費 0.3％
30,000 千円
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主な事業を紹介します

令和４年度補正予算
令和５年度当初予算

令和４年度補正予算

 総務課
（単位：千円）

 平尾地区避難施設整備事業　　 　　 　　　　　　  9,825

 基金積立金（学校教育施設整備基金・獅子島架橋基金・まちづくり基金）     116,443
 企画財政課

 地方創生課
 夢追いふるさと長島景観基金積立金（ふるさと納税寄附分）66,477
 夢追い獅子島架橋基金積立金（ふるさと納税寄附分）　　　14,561
 ぶり奨学金基金積立金（ふるさと納税寄附分）　　 37,706
 ぶり奨学金指定寄附金（企業分）　　　　　　　　　　100
 水産景観課

 耕地林務課
 林道災害復旧事業（立石線）　　　　　　　　　　29,734

 県営事業負担金（水産流通基盤整備事業（薄井）、県単漁港整備事業）　　 2,056

令和５年度当初予算

 総務課
（単位：千円）

 行政連絡活動費 　　　　  　　 　　 　　　　　  22,260
 県議会議員選挙費　　　  　　 　　 　　　　　　11,892
 阿久根地区消防組合負担金　 　　 　　　　　　238,992
 消防団員報酬　　　　  　　 　　 　　　　　　   33,640
 平尾分団消防格納庫整備事業　　 　　　　　　   73,869
 長島分遣所改修工事      　 　　 　　　　　　   　 5,701
 高規格救急自動車購入　　 　　 　　　　　　　  27,944
 災害対策費　　　　  　　 　　 　　　　　　  　　5,424
 企画財政課
 夢追い獅子島架橋基金積立金　　　　　　　　  100,000
 地域公共交通計画策定支援業務委託 　　　　　　  9,361
 巡回バス運行補助　　  　　 　　 　　　　　　   21,000
 第 19 回ながしま造形美術展業務委託　              14,500
 自治公民館等チャレンジ提案事業　　　　　 　　12,000
 長島夢追い元気集落活性化補助金　　　　　　　 43,000
 テレビ共同受信施設整備事業（汐見地区）　　　   33,214
 獅子島観光案内所の運営  　　 　　 　　　　　　  2,400
 獅子島地区フェリー運賃補助　　 　　　　　　　  9,600

 獅子島地区住民割引旅客運賃補助　 　　　　　　  5,162
 獅子島架橋建設促進に係る新聞広告料　　　　　   4,695
 地方創生課
 地域おこし協力隊　　　  　　 　　 　　　　　　28,143
 ふるさと納税に係る経費　　　 　　 　　　　　236,525
 空き家改修補助金　　　  　　 　　 　　　　　　33,300
 町民保健課
 乳児・妊婦検診の委託　　　　　　 　　　　　　  9,499
 エンゼル支援事業補助　  　　 　　 　　　　　　  1,300
 出産・子育て応援交付金事業　　 　　　　　　   10,041
 新型コロナウイルスワクチン接種事業   　　　　 23,408
 がん検診等の委託　　　  　　 　　 　　　　　　13,812
 がん患者ウィッグ購入費助成　　　 　　　　　　　  200
 福祉事務所
 訪問入浴の委託　　　　  　　 　　 　　　　　　  2,456
 老人給食サービス事業　  　　 　　 　　　　　　14,184
 敬老祝い金の支給　　　  　　 　　 　　　　　　  4,814
 高齢者等住宅の改造費助成　　　　 　　　　　　　  800
 高齢者生活支援事業　　  　　 　　 　　　　　　  5,190
 子宝お祝い金の支給　　　　　　　 　　　　　　18,600
 ひとり親家庭の医療費助成　 　  　 　　　　　　  5,760
 児童手当の支給　　  　　 　　 　　　　　　    173,500
 子ども医療費助成　　　  　　 　　 　　　　　　34,320
 保育所の運営補助　　　  　　 　　 　　　　　 556,706
 へき地保育所の運営費　  　　 　　 　　　　　　10,956
 ひとり親家庭等への児童扶養手当給付 　　　　　44,088
 子ども・子育て支援事業　　 　　　 　　　　　  13,729
 生活保護の支給　　　　  　　 　　  　　　　　123,721
 障害者自立支援給付費　  　　 　　 　　　　　 366,420
 生活困窮者自立支援事業　　　 　　 　　　　　　 5,002
 放課後児童健全化育成事業　　 　　 　　　　　  52,824
 平尾児童クラブ建設補助金　　　　 　　　　　　15,622
 平尾保育園建設補助金　　　　 　　 　　　　　151,926
 子ども第三の居場所建設工事　　　 　　　　　　75,900
 介護環境課
 水俣病相談窓口の設置　　　　　　 　　　　　　  3,131
 獅子島等医療・福祉推進事業  　　 　　　　　　 25,646
 PCR 等検査無料化事業　　　 　　 　　　　　　 17,298
 北　広域行政事務組合負担金（塵芥処理・リサイクル処理）72,364
 し尿処理経費　　　　　  　　 　　 　　　　　　33,409
 診療所
 救急外来カーポート新設工事　　　 　　　　　　  1,550
 歯科医業費　CT・X 線装置 　 　　 　　　　　　  9,500
 水産景観課
 県営事業負担金（水産生産基盤整備事業等）       153,886
 獅子島地区の漁業再生支援　　 　　　　　　  　 13,955
 水産種苗センターの管理費　　　　　　　　　　   7,653

 水産物の広報、宣伝による販売促進補助　  　　　 2,200
 中小漁業者等緊急借入金利子助成　　  　　　　　 1,394
 港整備交付金事業（汐見漁港）　　　　　  　　  386,000
 おさかな祭りの開催 　　　　　　  　　　　　　　3,000
 国出漁港中防波堤整備測量（特定離島）         　  　5,863 
 幣串地区養殖稚魚消毒用水整備測量（特定離島）    　 990 
 商工会への補助金　　　  　　 　　 　　　　　　  3,750
 商工業振興資金利子補給補助金　　 　　　　　　  3,500
 ぐるっとフラワーロード事業　　　 　　　　　　53,209
 長島緑化対策事業（ツワブキ等の植栽管理委託）   25,434
 景観整備事業（火ノ浦地区・唐隈地区）　　　  　11,000
 修景整備事業（川内地区）　　　　　　　　　　  10,000
 水道課
 浄化槽設置者に対する補助　　　 　　　　　　   43,117
 鷹巣農業集落排水施設の管理費 　　　　　　  　 33,602
 漁業集落排水施設の管理費　　  　　　　　　　  17,676
 簡易水道施設の維持管理費　 　　 　　　　　　  19,933

 農政課
 キクラゲ栽培委託事業　 　　 　　　　　　  　　  1,224
 耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するための補助金  34,043
 農業次世代人材投資事業（青年就農者給付金） 　 26,700
 有害鳥獣捕獲事業　　　  　　 　　 　　　　　　   8,431
 認定農業者等担い手育成対策事業　　 　　　  　　   369
 鳥獣被害防止緊急捕獲対策事業推進交付金　  　　 6,368
 イノシシ電気柵設置補助　 　　 　　　　　　  　     614
 １アールハウス設置支援補助 　　　　　　  　　　　600
 果樹生産拡大補助　　　　　  　　　　 　　　　　   600
 優良繁殖雌牛導入事業及び保留事業　　　　　　　1,200
 長島牛銘柄確立対策事業　 　　 　　　　　　  　  3,100
 耕地林務課
 農地整備事業（畑地帯担い手支援型・鷹巣地区）営農計画書作成委託  2,886
 土地改良事業等補助金（深耕造成客土等）　   　　  4,000
 県営事業負担金（畑地帯総合整備事業等）　　　   33,512
 農道の維持補修工事　 　　　　　　  　　　　　 31,640
 農村地域防災減災事業（土砂崩壊防止）　　　      35,038
 指江地区橋梁整備　　 　　 　　　　　　  　　　35,000
 農業基盤整備促進事業 　　 　　 　　　　　　    55,000
 渇水対策事業　　　　  　　 　　 　　　　　　   22,500
 中山間地域総合整備事業（長島西部地区）　　　 152,075
 緊急自然災害防止対策事業（御所ノ浦農道松ノ出良線）  13,719
 スマイルプラン事業（汐見地区・城川内地区・浦底地区）　　  18,900
 団体営土地改良施設維持管理事業　　　　　　    12,500
 森林環境譲与税事業　  　　 　　 　　　　　　   12,114
 林道の維持管理　  　　 　　 　　　　　　  　　 17,333
 緊急自然災害防止対策事業（田尻地区・市来崎地区・馬込地区）  16,000

 スマイルプラン事業（上揚地区・福ノ浦地区・城川内地区）　  35,000
 町道の整備（過疎債）  　　 　　 　　　　　　  100,001
 町道の整備（辺地債）　　  　　 　　 　　　　　 95,003
 指江川内線の整備　　　 　　 　　 　　　　　　 24,000
 浦汐屋茅屋線の整備  　　 　　 　　　　　　  　 16,002
 早尾掛線の整備　　  　　 　　 　　　　　　  　 48,001
 大島加世堂線の整備　  　　 　　 　　　　　　   49,762
 灯台線の整備　　　　  　　 　　 　　　　　　   36,000
 渡釜線の整備　　　　  　　 　　 　　　　　　   18,001
 唐隈線の整備　　　　  　　 　　 　　　　　　   56,000
 町道法面対策事業　  　　 　　 　　　　　　  　 20,000
 緊急自然災害防止対策事業（浦底茅屋線、大牟田堂崎線、獅子島道路、萩之牟礼茅屋線）  35,000
 橋りょう維持補修　　　  　　 　　 　　　　　　12,900
 緊急自然災害防止対策事業（尾川内川・県単砂防負担金）　  7,000
 地方創生港整備推進交付金事業（浜漉・脇崎）　 284,000
 教育総務課
 離島高校生修学助成金  　　 　　 　　　　　　  　2,880
 教職員住宅の環境整備　 　　 　　　　　　  　　  7,712
 小学校施設修繕費　　  　　 　　 　　　　　　  　4,320
 中学校施設修繕費　　  　　 　　 　　　　　　  　4,036
 要保護・準要保護児童・生徒への援助費　　  　　 8,415
 獅子島中学校屋内運動場非構造部材耐震化工事    17,132
 獅子島スクールバス購入 　　 　　 　　　　　　   9,047
 学校給食センターの運営経費 　　 　　　　　　  62,165
 学校給食費補助金　  　　 　　 　　　　　　  　 42,677
 学校教育課
 英語指導助手の配置 　　 　　 　　　　　　  　  10,583
 スクールガードリーダーの配置　　 　　　　  　　　453
 スクールソーシャルワーカーの配置　　　　　　      622
 科学の祭典　　　　　  　　 　　 　　　　　　  　   405
 社会教育課
 生涯学習学級、家庭教育学級、高齢者学級委託料　1,570
 東神楽町との交流事業　　 　　 　　　　　　　　 1,900
 劇団四季公演、子ども劇団公演等 　　　　　　  　4,469
 トライジョギング大会の運営　　　 　　　　　　  2,500
 すいせんウォークの運営  　　 　　 　　　　　　  1,000 
 スポーツ教室の開催　　  　　 　　 　　　　　　     600
 かごしま国体事業　　　  　　 　　 　　　　　　  1,480
 総合運動公園整備事業 　　　　 　　　　　　   170,135

 獅子島地区生活基盤近代化事業　 　　　　　　 153,256

 建設課
 レジャーランド太陽の里運営管理費 　　　　　　70,021
 温泉センター（東泉望・椿の湯）の管理経費　    63,503

 長島町危険空家等解体撤去事業　　 　　　　　　21,954
 町道及び国道 389 号線・県道３路線の維持管理経費　　  68,353
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５月～３月
      

歯周病健診
●健診機関
・児島歯科委員
・平尾歯科診療所
●期間
・令和５年４月１日から令和６年３月 31 日
●対象　　
20 歳以上のかた　　　　　　
●料金
町が全額負担

特定健診・長寿健診・
胃がん検診

　　　

平尾老人憩いの家

●対象
特定健診　長島町国民健康保険被保険者
　　　　　のうち 40 歳以上のかた
長寿健診　後期高齢者医療被保険者
※協会けんぽの被扶養者で特定健診を受
診したいかたは「特定健康診査受診券」
が必要です。
胃がん　　40 歳以上のかた
●受付時間
午前８時～ 10 時
●料金
町が全額負担

【その他、同時に行われる検査項目と料金】
・肝炎ウイルス検診・・・町が全額負担
・腹部超音波検診・・・・・・2,000 円
・骨粗しょう症検診・・・・・・500 円
・前立腺がん検診・・・・・・1,000 円
・心不全リスク検査・・・・・3,050 円
・ピロリ菌、胃がんリスク検査・・3,350 円

3
さんきゅー

9 ヘルスチェック

●対象
20 ～ 39 歳のかた（医療保険の種類に関
係なく、町民であれば受けられます）
※ 39 ヘルスチェックの対象は受診券の
発行がありません。左記の特定健診と同
日に行いますので、ご都合の良い会場へ
お越しください。
●料金
町が全額負担

子宮頸がん・乳がん検診

５月10日（水）
②

５月11日（木）

５月12日（金）

５月25日（木）

５月26日（金）

５月27日（土）

③

①

②

①

②

※

③

①

②

①

②

山門野自治公民館

町文化ホール

町文化ホール

蔵之元自治公民館

町保健福祉センター

町保健福祉センター

獅子島アイランドセンター

町保健福祉センター

平尾老人憩いの家

川床コミュニティセンター

町文化ホール

町保健福祉センター

●対象
子宮頸

けい
がん　20 歳以上の女性

乳がん　　　40 歳以上の女性
●受付時間
①午前９時～ 10 時
②午後１時～２時
③午後５時～６時 30 分
※獅子島　正午～午後１時 30 分
●料金
町が全額負担

【個別検診】
節目年齢のかたには、医療機関での受診ができる
ように個別検診もご案内します。

胸部（結核・肺がん）
・大腸がん検診

６月

７月

27日（火）

28日（水）

30日（金）

10日（月）

日　程

●対象
肺がん　40 歳以上のかた
結　核　65 歳以上のかた
※一括申し込みで受診しない
理由を確認できなかったかた
全員に通知します。
大腸がん　40 歳以上のかた
●受付時間
公民館毎（上記の期間に各公
民館を巡回します）
●料金
町が全額負担

【夕方検診のお知らせ】
※日中の時間帯に受診できな
いかたは夕方検診をご利用く
ださい。

●受付時間（夕方検診の場合）
午後５時～６時 30 分

諸浦地区コミュニティーセンター

  7 月 20 日（木）獅子島アイランドセンター

  7 月 19 日（水）

  7 月 21 日（金）

  ７月 22 日（土）旧幣串幼稚園

  ８月 30 日（水）火ノ浦自治公民館

町民福祉センター

  ８月 31 日（木）

9 月 １ 日（金）

9 月

（土）

9 月

２ 日

８ 日

９ 日

４ 日

３ 日

9 月

9 月

9 月

（土）

（月）

（日）

（金）

  ９月 10 日（日）

  ９月 11 日（月）

  ９月 12 日（火）

11 月 11 日（土）

11 月 12 日（日）

御諸ノ浦高齢者コミュニティーセンター

山門野自治公民館

川床コミュニティーセンター

町民保健福祉センター

蔵之元自治公民館

旧汐見小学校

町文化ホール

平尾老人憩いの家

町民福祉センター

町文化ホール

町民福祉センター

29日（木）
※

※

6 月 29 日（木）
７月 ４ 町保健福祉センター

町文化ホール
日（火）

３ 日（月）

日（火）

６

７

５

４

日

日

日

（金）

（木）

（水）

日　程 会　場
会　場日　程
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長
島
町
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
か
た
は
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
際
に
町

か
ら
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　
　

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
間
ド
ッ
ク
利
用
希
望
者
を
募
集

〇
対
象
者
（
①
～
③
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

　
①
長
島
町
国
民
健
康
保
険
（
加
入
期
間
が
継
続

１
年
以
上
）
ま
た
は
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
②
長
島
町
に
住
ん
で
い
る
、
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
で
満
40
歳
以
上

　
③
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
滞
納
が
な
い

〇
利
用
可
能
期
間

　
５
月
１
日
（
月
）
～
令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）

〇
定
員

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
：
１
２
０
人

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
：
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。 問い合わせ先

役場町民保健課国民健康保険係
☎（86）1157［直通］

利用できる医療機関・検査料金・助成額

コース名 基本検査料金 助成額
一般コース　胃カメラ 51,000 円 25,500 円
一般コース　胃透視 46,600 円 23,300 円
女性コース　胃カメラ 58,260 円 29,130 円
女性コース　胃透視 53,860 円 26,930 円

鹿児島県厚生連病院健康管理センター　☎（64）2625

※新規利用者や利用時期によってはキャンペーン適用金額になることがあります。

コース名 基本検査料金 助成額
一般コース　胃カメラ 42,603 円 21,301 円

出水郡医師会広域医療センター　☎（73）1331

コース名 基本検査料金 助成額
一般コース　胃カメラ 42,000 円 21,000 円
脳ドックコース 41,000 円 20,500 円

出水総合医療センター　☎（67）1611

コース名 基本検査料金 助成額
一般コース　胃カメラ 41,140 円 20,570 円

済生会川内病院　☎（23）5221

コース名 基本検査料金 助成額
一般コース　胃カメラまたは胃透視 38,800 円 19,400 円
女性コース　胃カメラまたは胃透視 50,500 円 25,250 円
脳ドックコース 40,000 円 20,000 円

国保水俣市立総合医療センター　☎ 0966（63）2101

〇
申
し
込
み
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ

①
各
自
で
受
診
し
た
い
医
療
機
関
に

コ
ー
ス
お
よ
び
予
約
日
を
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

②
予
約
し
た
内
容
を
町
民
保
健
課
国

民
健
康
保
険
係
に
電
話
ま
た
は
電
子

申
請
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電子申請のかたは
こちらから。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
か
た

は
、
町
の
集
団
健
診
（
特
定
健
診
）

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
注
意
点

・
検
査
内
容
の
詳
細
は
各
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
希
望
す
る
と

追
加
料
金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
料
金
は

助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
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長
島
町
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
か
た
は
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
際
に
町

か
ら
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　
　

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
町
税
な
ど
の
納
期

　

令
和
５
年
度
の
町
税
・
保
険

料
の
納
期
と
納
期
限
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　

町
税
・
保
険
料
は
長
島
町
の

教
育
、福
祉
、介
護
、ご
み
処
理
、

道
路
や
港
湾
な
ど
の
社
会
資
本

整
備
、
消
防
や
救
急
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
大
切

な
財
源
で
す
。
各
期
の
納
期
限

ま
で
に
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納付月
科目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
軽 自 動 車 税
（種別割） 全期
固定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
町県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
国民健康保険税
（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期
介護 保 険 料
（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期
後期高齢者医療保険料

（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期
納期 限 ５月31日 ６月30日 ７月31日 ８月31日 10月２日 10月31日 11月30日 12月28日

令和５年度　町税等納期一覧表

〇
口
座
振
替
に
つ
い
て

　
口
座
振
替
に
一
度
登
録
い
た
だ
い
た
科
目
は
、
納
付
月
の

25
日
に
自
動
的
に
振
替
が
行
わ
れ
、
払
い
忘
れ
る
こ
と
が
有

り
ま
せ
ん
。
簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
の
登
録
を
、
ぜ
ひ
検

討
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
登
録
は
、「
長
島
町
公
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
指
定
口
座
な
ど
の
所
定
事
項
を
記
載
の
上
、
次
の
取
扱
金

融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
書
は
役
場
税

務
課
・
水
道
課
、
指
江
支
所
総
合
管
理
課
の
ほ
か
、
町
内
の

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
受
け
取
れ
ま
す
。

・
取
扱
金
融
機
関

　
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合

　
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　
九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
鹿
児
島
統
括
支
店
東
町
支
店

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

※
25
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が
振
替
日

と
な
り
ま
す
。　

〇
そ
の
他

　
毎
年
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
た
納
期
一
覧
表
の
配
布
は
令

和
５
年
度
か
ら
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
か
た
は
町
ホ
ー

ム
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
役場税務課管理収納係
☎（86）1172［直通］

こちらのQRコード
から納期一覧表をダウ
ンロードできます。
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水
道
の
検
針
に
協
力
く
だ
さ
い

　
毎
月
１
回
、
水
道
を
使
用
す
る
皆

さ
ん
の
自
宅
や
事
務
所
を
検
針
員
が

訪
問
し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
以
下
に
協
力
く
だ
さ
い
。
各
地

区
を
担
当
す
る
検
針
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

地
区

検
針
地
区

検
針
員

第
１
区
田
尻
・
火
ノ
浦
・
川
床
下
・
川
床
中
・
川
床
上
・
小
坂
・
牧
・
市
来
崎
・
脇
崎
・
塩
追
瀨
戸　
繁
盛

第
２
区
山
門
野
・
加
世
堂
・
梅
ノ
木
山

玉
置
ヨ
シ
ヱ

第
３
区
赤
崎
・
山
寺
・
山
中
・
本
町
・
西
・
矢
堂
・
官
公
署

山
角　
耕
三

第
４
区
野
中
・
菅
牟
田
・
上
揚
・
宮
ノ
浦

清　
　
弘
子

第
５
区
浦
底
・
福
ノ
浦
・
桂
代
・
三
船

椎
原　
江
里

第
６
区
伊
唐
・
薄
井
・
白
瀬
・
本
浦
・
葛
輪

早
﨑
真
由
美

第
７
区
片
側
・
御
所
ノ
浦
・
湯
ノ
口
・
幣
串

永
田
雄
一
郎

第
８
区
平
尾
中
南
・
母
良
木
・
藤
之
元
・
萩
之
牟
礼

松
尾　
　
安

第
９
区
口
之
福
浦
・
茅
屋
・
北
方
崎
・
浜
漉
・
犬
鹿
倉
・
杉
ノ
段

大
迫
由
紀
子

第
10
区
蔵
之
元
・
小
浜

藤
川　
利
栄

第
11
区
指
江
・
城
川
内

山
中　
秀
紀

第
12
区
川
内
・
唐
隈
・
広
野
・
潟
・
汐
見
・
馬
込

小
平　
憲
子

問い合わせ先
役場水道課水道係

☎（86）1114［直通］

ポイントポイント①①
メ
ー
タ
ー
の
回
り
は
検
針
し
や
す
い

よ
う
に
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ポイントポイント②②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ポイントポイント③③
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ポイントポイント④④
増
改
築
な
ど
を
す
る
際
は
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
や
す
い
場
所
に
移
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
水
道
使
用
料
の
集
金
を
廃
止

　
令
和
５
年
４
月
以
降
、
水
道
使
用
料
の
集
金
を

廃
止
し
ま
す
。
３
月
ま
で
集
金
を
さ
れ
て
い
る
か

た
で
、
今
後
の
納
付
方
法
の
意
思
表
示
を
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
口
座
振
替
の
手
続
き
が
間
に
合
っ

て
い
な
い
か
た
は
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

検
針
員
か
ら
の
お
願
い
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ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
に
お
話
く
だ
さ
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
ご
み
の
分
別
方
法
に
悩
ん
だ

り
、
ご
み
の
収
集
日
を
忘
れ
た

り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
さ

ん
あ
～
る
」
は
無
料
（
※
通
信

料
は
利
用
者
負
担
）
で
使
え
る

ご
み
分
別
ア
プ
リ
で
す
。

　
次
の
機
能
を
活
用
し
て
日
頃

の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

〇
機
能

・
ご
み
分
別
帳

　
ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
、
注
意
点
な
ど
を

確
認
で
き
ま
す
。
検
索
機
能
も
付
い
て
い
て
、

捨
て
た
い
ご
み
の
分
別
方
法
を
探
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

・
収
集
日
の
通
知
、
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
の
収
集
日
の
確
認

や
ア
ラ
ー
ム
機
能
を
活
用
し
て
ご
み
の
収
集
日

前
日
な
ど
に
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
登
録
方
法

①
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、「
さ
ん

あ
～
る
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

②
お
住
ま
い
の
地
域
を
登
録

問い合わせ先
役場介護環境課環境衛生係
☎（86）1153［直通］

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
把
握

し
、
質
の
改
善
や
利
用
者
の
自

立
し
た
生
活
に
つ
な
が
る
提
案

を
行
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
年
間
を
通
じ
て

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
巡
回
し
ま
す
。
活
動
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
抱
い
た

疑
問
や
不
安
な
ど
が
あ
れ
ば
、

相
談
員
へ
お
話
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

　
５
月
12
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ先
役場介護環境課地域包括係
☎（86）1153［直通］

15  ｜  広報ながしま  2023年４月号



　
令
和
５
年
度　

人
事
異
動
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
け
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
職
・
・
・（　
）

昇
任
・
・
・
〇

【 

課 

長 

級 
】

総
務
課
長 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
（
指
江

支
所
長
兼
総
合
管
理
課
長 
福
祉
事
務
所
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　
繁
己

指
江
支
所
長
兼
総
合
管
理
課
長 
福
祉
事
務
所

兼
務
（
町
民
保
健
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
畑　
幸
治

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
長（
診
療
所
事
務
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
田　
斉
章

町
民
保
健
課
長
（
水
産
景
観
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下　
友
成

診
療
所
事
務
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
兼
用
地
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
崎　
徹
也

介
護
環
境
課
長
（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育

て
支
援
第
一
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
児
島　
忠
光

水
産
景
観
課
長
（
水
産
景
観
課
技
術
補
佐
兼

工
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
屋　
昭
彦

【 

課 

長 

補 

佐 

級 

】

農
政
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長
（
水
産
景
観
課

長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田　
　
計

総
合
管
理
課
長
補
佐
兼
事
業
係
長 

福
祉
事
務

所
兼
務
（
総
合
管
理
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口

係
長 

福
祉
事
務
所
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧　
　
祐
治

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
兼
用
度
係
長（
耕

地
林
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
事
業
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島　
博
文

水
産
景
観
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
（
農

政
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑　
裕
二

水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長
（
会
計
課

長
補
佐
兼
会
計
係
長
兼
用
度
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口　
欣
二

耕
地
林
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
事
業
係

長
（
水
産
景
観
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
景

観
係
長
兼
水
産
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
城　
忠
弘

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
（
水

道
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
ノ
口
政
輝

福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育
て
支
援
第
一
係
長

（
地
方
創
生
課
長
補
佐
兼
地
方
創
生
係
長
兼
ふ

る
さ
と
納
税
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
口　
真
浩

建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
用
地
係
長（
共

育
総
務
課
長
補
佐
兼
共
育
総
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
塚　
大
作

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
（
議

会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
一
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
田
あ
け
み

企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
兼
統

計
係
長（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
元　
豊
人

介
護
環
境
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
第
一
係
長

（
介
護
環
境
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口　
幸
子

農
政
課
長
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長
兼
農
政
係

長
（
農
政
課
主
幹
兼
農
村
振
興
係
長
兼
農
政

係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
二
階
堂　
晃

税
務
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
税
係
長
兼

町
民
税
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保

険
税
係
長
兼
町
民
税
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
飯
尾
智
恵
子

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
（
鹿
児
島

県
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川　
素
生

福
祉
事
務
所
主
幹
兼
障
害
福
祉
第
一
係
長（
福

祉
事
務
所
主
幹
兼
障
害
福
祉
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
陽
子

地
方
創
生
課
主
幹
兼
地
方
創
生
係
長
兼
ふ
る

さ
と
納
税
係
長
（
町
民
保
健
課
主
幹
兼
国
民

健
康
保
険
第
一
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田　
広
成

総
務
課
主
幹
兼
危
機
管
理
係
長
兼
消
防
係
長

（
総
務
課
危
機
管
理
係
長
兼
消
防
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
濵
田　
将
尚

水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
一
係
長
兼
下
水
道
係

長
（
水
道
課
水
道
第
一
係
長
兼
下
水
道
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
池
林　
善
久

建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
一
係
長
（
建
設
課
工

務
第
一
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
濵
田　
泰
介

町
民
保
健
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
第
二
係

長
（
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
第
二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
荒
田　
朝
美

建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
二
係
長
（
建
設
課
工

務
第
二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
山
口　
博
之

【 

係 

長 

級 

】

建
設
課
工
務
第
四
係
長
（
建
設
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
竹
山　
隆
二

社
会
教
育
課
文
化
係
長
（
社
会
教
育
課
文
化

係
長
兼
社
会
教
育
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑　
洋
光

水
産
景
観
課
景
観
係
長
（
社
会
教
育
課
社
会

体
育
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村　
朋
之

介
護
環
境
課
地
域
包
括
第
二
係
長
（
介
護
環

境
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
常
本　
祐
督

水
産
景
観
課
工
務
係
長
（
耕
地
林
務
課
工
務

第
一
係
長
兼
計
画
調
整
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
文
洋

町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
第
一
係
長
（
福

祉
事
務
所
生
活
保
護
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村　
舞
子

企
画
財
政
課
電
算
第
一
係
長
（
企
画
財
政
課

電
算
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上　
　
晃
盛

介
護
環
境
課
地
域
包
括
第
三
係
長
（
町
民
保

健
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
赤
瀬
美
奈
子

議
会
事
務
局
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
議
事

第
二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
嵜　
慶
和

企
画
財
政
課
主
任
（
企
画
財
政
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
石
橋　
秀
崇

耕
地
林
務
課
工
務
係
長
兼
計
画
調
整
係
長（
耕

地
林
務
課
工
務
第
二
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中　
清
彦

企
画
財
政
課
財
産
管
理
第
二
係
長
（
企
画
財

政
課
財
産
管
理
係
長
兼
統
計
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
野
雄
一
郎

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
兼
社
会
体
育
係

長
（
社
会
教
育
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
牛
尾
勇
介

福
祉
事
務
所
生
活
保
護
係
長
（
税
務
課
管
理

収
納
係
長
兼
固
定
資
産
税
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
橋　
雄
太

総
合
管
理
課
総
合
窓
口
係
長 

福
祉
事
務
所
兼

務
（
総
合
管
理
課
主
任 

福
祉
事
務
所
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
河
野
英
里
佳

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
第
二
係
長
（
福
祉
事

務
所
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
田
上　
　
徹

企
画
財
政
課
財
産
管
理
第
一
係
長
兼
電
算
第

二
係
長
（
企
画
財
政
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
大
堂　
清
彦

建
設
課
工
務
第
三
係
長
（
建
設
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
田　
　
洋

水
産
景
観
課
管
理
係
長
兼
水
産
係
長
（
水
産

景
観
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
石
橋　
誠
悟

税
務
課
管
理
収
納
係
長
兼
固
定
資
産
税
係
長

（
税
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
山
口　
　
亮

総
合
管
理
課
主
任 

福
祉
事
務
所
兼
務
（
学
校

教
育
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口　
高
寛

介
護
環
境
課
主
任
（
介
護
環
境
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
竹
本　
弘
史

鷹
巣
診
療
所
主
任
（
鷹
巣
診
療
所
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
竪
山　
将
隆

農
業
委
員
会
主
任
（
農
業
委
員
会
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
島　
秀
和

総
務
課
主
任 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
総
務

課
主
事 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
島
田　
江
陽

福
祉
事
務
所
主
任
（
福
祉
事
務
所
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
小
田　
直
輝

【 

係 

員 

級 

】

総
務
課
主
事
（
地
方
創
生
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西　
洋
介

企
画
財
政
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原　
佳
祐

建
設
課
主
事
（
建
設
課
主
事
補
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
和
田　
俊
延

税
務
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半　
　
一
希

耕
地
林
務
課
技
師
（
建
設
課
技
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
丸　
慎
人

建
設
課
主
事
（
北　
広
域
行
政
事
務
組
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡　
速
太

町
民
保
健
課
保
健
技
師（
介
護
環
境
課
保
健
技
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂　
鮎

議
会
事
務
局
主
事
（
町
民
保
健
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子　
奈
菜

社
会
教
育
課
主
事
（
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
関　
　
裕
也

税
務
課
主
事
（
企
画
財
政
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
本　
秀
人

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
事
兼
主
任
生
活

相
談
員
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
事
補

兼
主
任
生
活
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
仁
田
原
裕
大

農
政
課
主
事
（
企
画
財
政
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
元　
光
生

税
務
課
主
事
（
農
政
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
留　
洋
暁

総
務
課
主
事
（
税
務
課
主
事
補
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
石
原　
　
巧

地
方
創
生
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栫　
　
涼
馬

建
設
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
川　
裕
生

町
民
保
健
課
栄
養
士
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
𠮷
姫
菜
子

水
道
課
主
事
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
嵜　
文
也

【 

養 

護 

老 

人 

ホ 

ー 

ム 

長 

生 

園 

】

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
支
援
員
（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
支
援
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
門
元　
孝
子

【 

派 

遣 

】

鹿
児
島
県
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
田　
圭
祐

北　
広
域
行
政
事
務
組
合
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原　
　
巧

【 

再 

任 

用 

】

水
道
課
主
事
（
水
道
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濵
元　
秀
記

総
合
管
理
課
主
事
（
総
合
管
理
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林　
　
幸
弘

耕
地
林
務
課
主
事
（
耕
地
林
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋　
久
信

総
務
課
主
事
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
俊
弘

社
会
教
育
課
主
事
（
社
会
教
育
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
園　
弘
行

水
産
景
観
課
主
事
（
水
産
景
観
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保　
美
徳

学
校
主
事
（
学
校
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
み
つ
え

社
会
教
育
課
主
事
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生

園
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
馬　
秀
二

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
事
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
長
生
園
支
援
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
瀬
さ
ゆ
り

【 

再 

任 

用 

任 

期 

満 

了 

】

農
政
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
逸
郎

【 

退 

職 

】

（
総
務
課
長 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
山　
茂
盛

（
介
護
環
境
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧　
　
一
弘

教
職
員
支
援
機
構
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

指
導
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
谷
祐
一
郎
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役
場
の
新
人
職
員
を
紹
介

３
月《
弥
生
》

  

１
日（
水
）

 

３
日（
金
）

 

９
日（
木
）

 

13
日（
月
）

 

14
日（
火
）

 

15
日（
水
）

 

16
日（
木
）

 

17
日（
金
）

 

18
日(

金)
 

20
日（
月
）

 

22
日（
水
）

 

23
日（
木
）

 

27
日（
月
）

 
28
日（
火
）

 

29
日（
水
）

 

31
日（
金
）

令
和
５
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会（
議
場
）（
16
日（
木
）ま
で
）

北
薩
地
域
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
会
議（
薩
摩
川
内
市
）

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
と
の
協
議（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
建
友
会
と
の
意
見
交
換
会（
町
内
）

赤
嵜
智
哉
さ
ん
長
島
の
子
表
彰
伝
達

出
水
ボ
ー
イ
ズ
表
敬
訪
問（
役
場
）

中
学
校
卒
業
式（
長
島
中
学
校
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
理
事
会（
役
場・オ
ン
ラ
イ
ン
）

長
島
町
農
業
施
策
に
関
す
る
協
議（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

関
西
な
が
し
ま
会（
大
阪
府
）（
19
日（
日
）ま
で
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
通
常
総
会・理
事
会（
鹿
児
島
市
）

小
学
校
卒
業
式（
平
尾
小
学
校
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会（
阿
久
根
市
）

鹿
児
島
県
町
村
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
空
き
家
対
策
会
議（
役
場
）

辞
令
交
付
式・辞
任
式（
役
場
） 語

り
、
動
き
ま
す
。

町 

長 

動 

静
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山や
ま

川か
わ　

 

素も
と
お生

（
43
）
　
出
水
市
立
米
ノ
津
東
小
学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
。

20
年
間
の
小
学
校
教
員
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
長
島
町
の
教
育
振
興
の
た
め
に
力
に
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栫か
こ
い　 　
涼り
ょ
う
ま馬

（
23
）

地
方
創
生
課
主
事
補

　
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
長
島
町
で
働
け
る
こ
と
に
、

う
れ
し
さ
と
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
、
私
を
育
て
て

く
れ
た
長
島
町
に
恩
返
し
を
す
る
つ
も
り
で
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤ふ
じ
か
わ川　

 

裕ゆ

う生
（
22
）

建
設
課
主
事
補

住す
み
よ
し吉 

姫ひ

な

こ
菜
子
（
22
）

町
民
保
健
課
栄
養
士
補

須す
ざ
き嵜 　
文ふ
み
や也

（
20
）

水
道
課
主
事
補

　
故
郷
で
あ
る
長
島
町
の
職
員
と
し
て
働
け
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
長
島
町
職
員
の
一
人
と
し
て
誇
り
と
自
覚
を
持

ち
、
職
務
に
取
り
組
み
、
長
島
町
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
幼
い
頃
よ
く
来
て
い
た
長
島
町
で
働
け
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
仕
事
を
覚
え
、
今
ま
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
長
島
町

民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
長
島
町
の
職
員
と
し
て
働
け
る
事
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
長
島
町
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

ち
、
日
々
の
仕
事
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。
第
二

の
故
郷
で
あ
る
長
島
町
で
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

兼
指
導
係
長

学
校
教
育
課
長
補
佐



色
や
風
を
感
じ
ら
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
「
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
る
橋
を
楽
し
ん
で
渡
っ
て
く
れ

て
よ
か
っ
た
。
今
回
で
最
後
に
な
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
長
島
の
当
た
り

前
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
、
も
っ

と
長
島
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
８
月
か
ら
長
島
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
き
た

山
田
周
さ
ん
が
、
３
月
末
で
任
期
が
終

了
と
な
り
、
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を

終
え
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

企
画
し
た
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
か
た
が
参
加

し
て
く
れ
て
、
長
島
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
関
わ

っ
て
く
れ
た
全
て
の
か
た
が
た
に
感
謝

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
町

民
と
し
て
長
島
町
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
協
力
隊
の
長
谷
川
一
総
さ
ん
が
、
ジ
ビ

エ
の
革
加
工
も
手
が
け
る
一
般
社
団
法
人

「
や
さ
し
い
革
」（
東
京
都
）
の
工
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
で
加
工
し
た
革
は
、
な
め
ら
か

で
し
っ
と
り
と
手
触
り
の
良
い
革
製
品
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
長
谷
川
さ
ん
が
視

察
す
る
際
に
は
長
島
町
内
で
捕
獲
、
下
処

理
を
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
持
参
し
ま
し
た
。

　
長
谷
川
さ
ん
は
「
町
で
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
食
用
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

任期を終えた山田さん
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協
力
隊
の
活
動
が
終
了

な
め
し
工
場
を
視
察

橋
を
歩
い
て
渡
り
ま
し
た
！

　

協
力
隊
の
山
田
周
さ
ん
が
企
画

す
る
「
も
っ
と
長
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
最
終
回
が
３
月
４
日
に
行
わ

れ
、
町
内
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
橋
を
渡
ろ

う
！
」
で
、
伊
唐
大
橋
と
乳
之
瀬

橋
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
歩
い
て
渡
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
伊
唐
大
橋
へ
向
か
い
、
な

か
な
か
間
近
で
見
る
こ
と
の
な
い
橋

の
主
塔
の
大
き
さ
に
参
加
者
達
は
驚

い
て
い
ま
し
た
。
次
に
乳
之
瀬
橋
を

歩
き
、
名
前
の
由
来
と
な
る
二
つ
の

丸
い
瀬
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
後
の

黒
之
瀬
戸
大
橋
で
は
、
参
加
者
た
ち

は
強
い
風
に
負
け
ず
歩
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
歩
い
て
渡
る
こ

と
の
な
い
橋
を
渡
り
、
ま
た
違
う
景

完成したイノシシ革

歩いて橋を渡る参加者



専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施

　
町
で
は
、体
や
心
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
の
相
談
員
が
対
応

す
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
相
談
支
援
事
業
所「
あ
い
わ
の
里
」に
委
託
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、予
約
は
不
要
で
す
。
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
・
場
所

・
５
月
11
日（
木
）　
午
前
９
時
～
11
時

　
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

※
同
時
間
帯
に
自
宅
で
の
相
談
対
応
も
受
け
付
け
て

い
ま
す（
要
予
約
）。

・
６
月
８
日（
木
）　
午
前
９
時
～
11
時

　
指
江
支
所
１
階
小
会
議
室

・
７
月
13
日（
木
）　
午
前
９
時
～
11
時

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
８
月
以
降
も
順
次
開
催
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

成
年
後
見
制
度
中
核
機
関
の
設
置

　
町
で
は
、成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

や
制
度
利
用
促
進
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動

の
中
核
と
な
る
機
関
を
、４
月
１
日
か
ら
設
置

し
ま
し
た
。

　
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
専
門
家
の
意
見
を
受
け
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

令
和
５
年
全
国
戦
没
者
追
悼
式
参

列
者
募
集

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ

る
遺
族
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
期
日

　
８
月
15
日（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

〇
場
所

　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

〇
対
象
者

　
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
遺
族

に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
を
優
先

し
ま
す
。

※「
次
世
代
へ
の
継
承
」と
い
う
観
点
か
ら
18
歳

未
満
の
遺
族
も
募
集
し
ま
す
。

〇
申
込
期
間

　
５
月
１
日（
月
）
～
31
日（
水
）

〇
そ
の
他

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況

に
よ
り
、変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

危
険
空
き
家
の
解
体
費
用
を

補
助
し
ま
す

　
町
で
は
、倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
危

険
な
空
き
家
の
解
体
を
促
進
し
、安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、空
き
家

な
ど
の
解
体
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。（
長
島
町
危
険
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
） 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
金
額

　
解
体
撤
去
工
事
費
用
の
80
㌫
以
内
の
額

〇
条
件

・
長
島
町
危
険
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
補
助
要

綱
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と

・
火
災
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
家
財
や
立
木
、車
両
な
ど
の
撤
去
・
処
分
費

用
お
よ
び
倉
庫
単
体
の
解
体
撤
去
は
対
象
外
で

す
。

〇
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
月
）
～
31
日（
水
）

※
申
請
件
数
が
多
数
の
場
合
は
締
め
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

〇
注
意
事
項

・
申
請
し
た
場
合
で
も
、必
ず
実
施
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
れ
ま
で
申
請
さ
れ
た
も
の
か
ら
順
次
予
算

の
範
囲
内
で
実
施
し
ま
す
。

・
現
地
調
査
で
補
助
対
象
外
と
判
断
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

新
生
活
運
動
実
践
項
目
が
決
定

　
町
で
は
、身
の
回
り
の
生
活
環
境
を
見
直
し
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
簡
素
化
を
進
め
る
た
め
、令

和
５
年
度
の
実
践
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
生
活
運
動
は
、親
せ
き
な
ど
の
特
別
な
関

係
の
交
際
で
は
な
く
、一
般
の
交
際
を
推
進
す

る
も
の
で
、平
成
22
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
各
家
庭
で
の
新
生
活
運
動
の
実
践
に
協
力
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
実
践
項
目

・
結
婚
式

①
引
き
出
物
の
簡
素
化
に
努
め
る

②
招
待
客
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る

③
会
場
は
な
る
べ
く
地
元
会
場
に
す
る

④
結
婚
披
露
宴
の
お
祝
い
は
２
万
円
以
内

・
葬
式

①
香
典
は
３
千
円
以
内

②
会
葬
者
に
は
会
葬
御
礼
の
み
に
し
、香
典
返

し
は
廃
止
す
る

③
忌
明
け
は
近
親
者
だ
け
に
と
ど
め
る

・
初
盆

①
初
盆
の
お
参
り
は
千
円
程
度
と
し
、お
返
し

は
廃
止
す
る

②
初
盆
の
接
待
は
お
茶
程
度
に
す
る

・
病
気
見
舞
い

　
病
気
見
舞
い
は
３
千
円
以
内
と
し
、快
気
祝

い
は
廃
止
す
る

・
新
築
祝
い
・
そ
の
他
の
祝
い

　
上
棟
祝
い
・
進
水
式
・
そ
の
他
の
祝
い
は
焼

酎
２
本
、ま
た
は
３
千
円
程
度
に
す
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局（
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を
開
催

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、ご
み
減
量

お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
啓
発
を
目
的
と
し

た「
第
16
回
エ
コ
リ
ア
北
薩
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
１
週
間
の
展
示
・
応
募
期
間
を
設
け
、後
日

抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
対
象
と
な
る
の
は
、

家
具
、自
転
車
、雑
貨
類
で
す
。

　
会
場
で
は
小
物
雑
貨
、書
籍
、衣
類
の
無
料
頒

布
も
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
展
示
・
応
募
期
間

　
５
月
22
日（
月
）
～
28
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

〇
場
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

（
出
水
市
野
田
町
上
名
６
４
９
９
番
地
９
） 

〇
応
募
資
格

　
長
島
町
、阿
久
根
市
、出
水
市
在
住
の
か
た

〇
留
意
事
項

　
応
募
は
品
目
ご
と
に
１
人
１
回

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　
☎（
84
）４
１
１
１

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
法
務
局
で
は
、ご
自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を

保
管
す
る「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
遺
言
書
の
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
で

き
ま
す
の
で
、財
産
を
家
族
へ
確
実
に
託
す
方

法
の
一
つ
と
し
て
、本
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　
遺
言
者
が
希
望
す
れ
ば
、遺
言
者
の
死
後
、あ

ら
か
じ
め
指
定
し
た
か
た
に
対
し
て
、遺
言
書

を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
☎（
22
）２
３
０
０

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
４
～
６
月
を
安
全

対
策
の
重
点
期
間
と
し
て「
春
の
農
作
業
事
故

ゼ
ロ
運
動
」を
実
施
し
、農
作
業
事
故
の
未
然
防

止
、安
全
対
策
の
周
知
徹
底
、強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
か
た
は
、忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
運
動
実
施
期
間

　
４
月
１
日（
土
）
～
６
月
30
日（
金
）

〇
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
徹
底
し
よ
う
！
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒

対
策
」

〇
啓
発
事
項

・
ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
の
確
認
・
改
善
、危
険

回
避
行
動
の
実
践

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
し
、運

転
時
に
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公
道
を

走
行
す
る
際
は
、十
分
な
道
幅
を
確
保
し
、灯
火

器
を
設
置
し
て
、安
全
運
転
に
心
掛
け
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
経
営
技
術
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
１
５
５
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広報ながしま  2023年４月号  ｜  22

県地区対抗女子駅伝・県下一周駅伝

職業奉仕賞を受賞

１/29
（日）

２/18
（土）

２/28
（火）

見事な走りを見せた久保選手

受賞した大漉さん（写真右から２人目）

　１月 29 日（日）に第 36 回鹿児島県地区対抗
女子駅伝競走大会が開催され、出水チームが 20
年ぶりの優勝を目指して力走しました。
　本町川床出身の久保亜美さん（鹿児島銀行）
は最終区の６区を走り、４位で受け取ったたすき
を３位に上げ、区間賞の走りを見せました。
　チームは惜しくも総合３位でしたが、出走者６
人のうち３人が区間賞という活躍を見せ、来年に
期待が持てる結果となりました。

　２月 28 日、エグチベジフル株式会社（江口輝
文代表）勤務する大漉和也さん（平尾中南）が職
業奉仕賞を受賞しました。
　賞は阿久根ロータリークラブが毎年行ってい
て、職業奉仕の精神を体現している個人や法人に
贈らるものです。
　大漉さんは会社で管理する約 20㌶の農場の栽
培責任者として安心安全で良品質なジャガイモ生
産に大きく貢献しています。
　大漉さんは「このような賞をいただき光栄。ま
だまだ改善点があるため、より良いジャガイモを
作っていきたい」と話しました。

郷土の誇りを胸に疾走

ジャガイモ生産に貢献

・

　
　２月 18 日から 22 日の５日間で、53 区間
583.7㌔を争う第 70 回鹿児島県下一周市郡対
抗駅伝競走大会が開催されました。
　本町からは特別区（第 70 回記念大会区）を白
濵聖

せ な
奏さん（藤之元・平尾中学校３年）、通常区

を小﨑愛
ま な と
大さん（茅屋・出水中央高校３年）、樋

渡速太さん（菅牟田・長島町役場）、田ノ上尚吾
さん（菅牟田・同役場）の４人と、コーチとして
丸橋雄太さん（伊唐・同役場）が選出されました。
　出水チームは郷土入りとなる第２日に３年連
続、最終日には 54 年ぶりとなる日間優勝を果た
し、総合４位の活躍を見せました。

樋渡選手田ノ上選手（写真左）

小﨑選手
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学校給食関係表彰を授与

キビルフェスを開催

出水ボーイズが全国大会出場

２/28
（火）

３/13
（月）

パン工房ぽんぽこの皆さん

気合十分な様子の部員たち

　パン工房ぽんぽこ（平尾・大堂和枝理事長）が
令和４年度学校給食関係表彰を授与され、２月
28 日、川添町長へ報告しました。
　これは公益財団鹿児島県学校給食会の主催で、
県内の学校給食の普及充実や発展向上に努めた
団体や個人に表彰されます。
　同工房は平成 21 年にオープンし、24 年から
学校給食のパンの製造・納品を始めました。給
食以外にも、工房や道の駅での販売、町内施設
への納品を行っています。

　支援員の石原真紀さんは「名誉ある表彰を受け
とても光栄。今後も利用者と一緒に地域とともに
歩むパン屋を目指して楽しくやっていきたい」と
話しました。

　３月 12 日、長島と熊本県牛深をキビル（結ぶ）
「キビルフェス」が開催されました。
　これは本町と対岸の天草市牛深の PR を目的に
平成 27 年から 31 年まで開催されましたが、そ
の後、新型コロナウィルスの流行で開催が見送ら
れました。
　4 年ぶりの開催となった当日は両会場に合計
67の飲食店などが軒を連ね、会場を結ぶフェリー
は運賃を特別価格の往復５００円としたこともあ
り、会場は多くの親子連れらでにぎわいを見せて
いました。

　

 実行委員の二階堂美紀さん（蔵之元）は「２つ
の会場をフェリーで結び、たくさんのかたに楽し
んでいただけてうれしい。今後もより楽しめるイ
ベントにしていきたい」と話しました。

　出水市で活動している硬式野球チーム「出水ボー
イズ」が全国大会に出場することを、３月 13 日、
川添町長に報告しました。
　同チームは中学生 15 人で、長島町からは４人の
生徒が在籍し、野球を通じて心身の鍛錬や規律を重
んじる社会人としての基礎の養成を理念に活動して
います。
　昨年 12 月に行われた第 53 回日本少年野球春季
全国大会鹿児島県支部予選で優勝を果たし、３月 26
日から東京都で開催される全国大会に出場します。
　部員の小屋匠さんは「鹿児島県勢で１勝したこと
がないので、まずは１勝を目指したい」と意気込み
を語りました。

地域とともに歩む

より楽しめるイベントに

１勝を目指して

３/12
（日）

盛り上がりを見せた会場の様子（蔵之元港）　
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長島の子表彰特別賞を受賞

農業委員会が意見書を提出

作文コンクールで県知事賞を受賞

３/13
（月）

３/16
（木）

３/22
（木）

表彰を受けた赤嵜さん（写真中央）

意見書を提出した委員ら

受賞した石丸君

　第 104 回全国高等学校野球選手権大会に、鹿
児島県代表として鹿児島実業高校のエースピッ
チャーで出場した赤嵜智哉さんに、３月13 日、
川添健町長から長島の子表彰特別賞が手渡され
ました。
　赤嵜さんは「まずは社会人として仕事を頑張り、
高校で培った知識や力を生かして野球を続けてい
きたい」と次の舞台への意気込みを語りました。
　

　赤嵜さんは４月から日産自動車九州（福岡県）
の「苅田ビクトリーズ」に所属しています。

　３月16 日、長島町農業委員会が川添町長へ意
見書を提出しました。
　同委員会は１月17・18 日に本町の農業の発展・
持続のために、地域の農業者の声を聞く意見交
換会を開催。その中で出た提案や要望を意見書
にまとめました。
　意見書には遊休農地対策や労働力の確保、農
産物を活用した特産品の開発などについての現
状や提案が盛り込まれました。

　飯田満穗会長は「今後の長島町の農業発展の
ために、今回提出した農業者の声をぜひ反映して
いただきたい」と力強く語りました。

　
　第59回ＭＢＣラジオ「私たちの作文コンクール」
で石丸太

たいしん
心君（川床小３年）が県知事賞を受賞し

ました。
　これは南日本放送の主催で、今回は県内 50 の
小中学校から６８８点の応募がありました。
　石丸君は「カマキリから学んだこと」と題して、
カマキリがエサを食べる様子から学んだ命の大切
さや自然環境を守ることの重要さを書きました。
　将来の夢が昆虫博士の石丸君は「これからもご
みを拾うなどして自然を大切にしていきたい」と
目を輝かせて話しました。

培った力で次の舞台へ

農業の発展と持続のために

虫から学んだ大切なこと
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町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121

25  ｜  広報ながしま  2023年４月号

病
む
吾
は
せ
め
て
故
郷
に
今
一
度
思
ひ
て
居
れ
ば
母
と
逢
ふ
夢

小し
ょ
う
し
ょ
う
き

祥
忌
せ
ま
る
長な

げ
し押

の
遺
影
笑
み
吾
に
与
へ
し
穏
し
き
孤
独

啓け
い
ち
つ蟄

の
朝
よ
り
雨
の
降
り
止
ま
ず
吾
は
終ひ

ね
も
す日

家
に
こ
も
れ
り

海か
い
ど
う棠

の
豆
粒
ほ
ど
の
葉
や
花
芽
や
う
や
く
春
の
朝あ

さ
か
げ光

に
映
ゆ

海
見
ゆ
る
父
母
眠
る
奥お

く

つ
城き

に
悲
し
み
分
か
ち
し
亡
夫
を
納
む

湯
豆
腐
が
土
鍋
に
ゆ
ら
ぎ
て
煮
ゆ
る
時
独
り
居
の
わ
が
食
欲
そ
そ
る

白
梅
の
奢
り
を
許
し
人
住
ま
ず

読
み
返
す
母
の
手
紙
や
鳥
帰
る

曇
り
な
き
古
墳
の
鳥
や
島
帰
る

入
寮
を
決
め
て
荷
造
り
二
月
尽

う
し
ろ
手
に
結
ぶ
エ
プ
ロ
ン
桃
の
花　

島
つ
な
ぐ
新
船
の
水
尾
鶴
帰
る

膝
に
抱
く
子
猫
と
眠
る
母
の
午
後

初
午
の
幟の

ぼ
り鮮

や
か
船
着
場

再
会
を
期
し
友
逝
き
て
春
哀
し

空
は
る
か
鳴
く
声
残
し
鶴
か
へ
る

橋
落
つ
樹
下
に
余
白
の
ま
だ
あ
り
て

淵
脇 　

護

関 

佳
代
美

白
男
川
孝
仁

山
嵜
加
代
子

迫
口 

君
代

二
階
堂
妙
子

大
堂
早
苗

大
堂 

正
弘

関 
喜
久
雄

坂
口 　

子

二
階
堂
惠
子

小
林 　

貢

小
林 

如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木 

良
平

宗
方 

正
喜

岩
下 

ち
江

米
尾 

和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

松
元 

睦
子

ガ
ソ
リ
ン
を
求
め
続
く
や
長
蛇
の
列
油
無
く
て
は
た
だ
の
鉄
箱

寒
梅
の
白
一
色
の
枝
先
に
目
白
せ
わ
し
く
鵯ひ

よ
も
混
じ
居

わ
が
庭
の
紅
梅
の
影
踏
み
ゆ
け
ば
風
吹
く
た
び
に
花
び
ら
舞
い
し

検
査
終
え
家
に
帰
り
て
し
み
じ
み
と
す
べ
て
の
人
に
感
謝
満
ち
く
る

何い
つ
ま
で

時
迠
も
年
を
取
っ
て
も
勉
強
だ
昔
し
の
人
は
良
く
言
っ
て
居
る

山
裾
に
黄
い
ろ
か
す
む
は
菜
の
花
か
煙
た
な
び
く
浅
間
山
み
ゆ

笹
鳴
き
の
今
だ
あ
り
な
り
ナ
ダ
リ
に
も
［
俳
句
］

チコちゃんの素朴なギモン
３６５

うちのおかあちゃん

発行：宝島社 作：小手鞠るい

毎日１ギモンで教養力アップと
脳トレになります。

目が見えなくて、口が悪い。でも
パワフルでやさしくて、愛情たっ
ぷりなおかあちゃんのおはなし。
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 「ハッピースマイル」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。

 「うぶ声・お悔やみ・お礼」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。



悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん

を
応
援
し
た
い

　　

母
乳
育
児
に
奮
闘
す
る
お
母

さ
ん
を
応
援
す
る
「
ま
ん
ま
母

乳
育
児
相
談
室
」。
代
表
の
福

山
寿
美
さ
ん
（
矢
堂
）
は
「
地

域
に
根
ざ
し
た
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
開
業
し
ま
し
た
。

　
福
山
さ
ん
は
出
水
市
の
出
身
。

看
護
大
学
で
助
産
師
の
資
格
を

取
得
し
た
後
、
東
京
の
大
学
病

院
で
の
勤
務
を
経
て
乳
房
管
理

士
の
資
格
を
取
得
。
結
婚
や
出

産
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
を
し
な
が
ら
活
動
す

る
の
が
目
標
だ
っ
た
」
と
語
る

福
山
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
の
悩

み
や
乳
房
の
状
態
に
合
う
よ
う
、

ま
ず
は
詳
し
い
問
診
を
と
り
、

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
を
測
定
、
そ

の
後
桶お
け
た
に
し
き
に
ゅ
う
ぼ
う
し
ゅ
ぎ

谷
式
乳
房
手
技
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
相
談
を
し
た
お
母
さ

ん
か
ら
「
相
談
を
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
母
乳
育
児
を
諦
め
て
い

た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
い
う
内
容
の
声
や
手
紙
が
届

き
、
一
人
で
も
多
く
の
お
母
さ

ん
に
寄
り
添
う
た
め
に
、
赤
ち
ゃ

ん
だ
け
で
な
く
お
母
さ
ん
の
成

長
を
見
守
り
、
共
感
で
き
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

福
山
さ
ん
は
「
母
乳
を
あ
げ

ら
れ
る
喜
び
や
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
自
分
へ
の
無
力
感
な
ど

い
ろ
ん
な
思
い
を
抱
え
て
い
る

お
母
さ
ん
た
ち
を
、
同
じ
母
親
、

同
じ
経
験
を
し
て
き
た
仲
間
と

し
て
応
援
し
た
い
」
と
熱
い
思

い
を
語
り
ま
し
た
。
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代表の福山寿美さん

乳房手技を行う様子子育てひろばで母乳育児について話す福山さん

この看板が目印

　
　　　

〇
春
は
終
わ
り
と
始
ま
り
の
季
節
。

令
和
３
年
４
月
に
広
報
担
当
に
な
り
、

丸
２
年
。ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
製
作
し
た

広
報
紙
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
感

動
は
、
今
で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

　
広
報
担
当
と
し
て
仕
事
を
す
る
な

か
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
励

ま
さ
れ
、
支
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
が
い
ま
す
。
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
か
た
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
始
ま
り
に
向
け
て
挑
戦
し
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
支

え
て
下
さ
れ
ば
、
う
れ
し
い
で
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

脇
田
圭
祐

　
〇
４
月
か
ら
広
報
係
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
誌
紙
制

作
の
経
験
は
無
く
、
初
め
て
の
経
験

と
な
り
ま
す
が
、
歴
代
の
先
輩
達
が

培
っ
た「
広
報
な
が
し
ま
」を
継
承
し
、

よ
り
良
い
も
の
が
掲
載
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
撮
影
な

ど
、
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　大

西
洋
介

編
集
後
記

まんま母乳育児相談室
開業：令和２年７月７日
住所：鷹巣２８９０－１
詳しくはこちらをご覧ください。

予約方法
①電話：090-3320-0081
②公式 LINE（登録は下記QR
コードから）

ここ長島町で仕事を起こしたかたを紹介



Vol. １

　温州ミカン発祥の地を記念して
平成５年に建てられた日本初とな
るミカンの博物館「日本マンダリン
センター」は、ミカンの歴史や文化、 
栽培技術などを学べる施設です。
　リニューアルした 4 階（学びの
広場）、５階（ワーケーションスペー
ス）は令和５年４月から利用でき
ます。

　令和４年４月から指定管理者に
なった山上農園の山上博樹さん
は、展示園や観光農園の栽培管理、
博物館内や隣接する総合交流セン
ターの管理を行っています。同園
には多くの柑橘を収集展示してい
て、毎年 10 月から 12 月にはミカ
ン狩りも実施しています。
　山上さんは「施設のより良い管
理を行い、来てよかった、また来
たい、と来場者に思ってもらえる
ように頑張りたい」と話します。

　建てられてから 30 年以上が経
過している日本マンダリンセン
ター。今後さまざまな活動を実施
して、再生を目指しています。

来てよかったと思える施設に

　　マンダリンセンターのマンダリンセンターの
　４階、５階が　４階、５階が
　リニューアルしました。　リニューアルしました。

指定管理者の山上博樹さん

５階：ワーケーションスペース４階：学びの広場 ミカン狩りを楽しむ親子

４月号
［No.205］

令和５年

2023年４月14日金曜日 発行
（毎月第２金曜日発行）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２３５

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

4/30 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

６/1 ６/2 ６/3２９ ３０ ３１

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

憲法記念日

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

○長島クリニック 88-6405
○あくね歯科医院 72-0556
□さすえ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

みどりの日

○北国医院 72-0016
○おかだクリニック 63-7011
○ 白男川歯科医院 63-0009
□上野薬局 72-1016
□トクモト薬局 62-0998
◇ 出水総合医療センター 67-1611

こどもの日

○鷹巣診療所 86-0054
○脇本病院 75-2121
○ せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○白男川歯科医院 63-0009
□長島調剤薬局 64-5555
□三文字薬局 75-0073
□メープル薬局 62-9292
◇ にのみやこどもクリニック 62-0167

○林胃腸科外科 73-3639
○ さくら通りクリニック 62-2311
○福田クリニック 79-3775
○こじま歯科医院 63-4618
□本町薬局 73-3233
□さくらんぼ薬局 68-7000
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ろばカフェ
　　　　（町文化ホール）

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○ わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
○福田クリニック 79-3775
○村岡歯科医院 62-0601
□ 会営薬局阿久根店 72-5060
□オレンジ薬局 79-3972
◇ 出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○ 有村産婦人科・内科 73-4180
○荘記念病院 82-3113
○福田クリニック 79-3775
○ 楠元内科医院（歯科） 79-3351
□長島調剤薬局 64-5555
□ さかえまち薬局 72-0978
□しもずる薬局 64-2211
◇ こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○内山病院 73-1551
○ 整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
○福田クリニック 79-3775
○ちゃえん歯科 67-2325
□本町薬局 73-3233
□フタヤ薬局 67-5253
◇ 出水総合医療センター 67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」ことを趣
旨としています。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐ
くむ」ことを趣旨としています。
●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、
母に感謝する」ことを趣旨としています。
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